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社
内
の
話
し
か
け
や
す
い
雰
囲
気
が
、
自
分

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
感
じ
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
り
回
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
企
業

や
学
生
の
工
場
見
学
時
に
説
明
を
し
な
が
ら

案
内
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
成
長
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
失
敗
し
て
叱
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
ミ
ス
が
あ
っ
て
も
お
互
い
に
カ

バ
ー
し
あ
い
、
み
ん
な
で
問
題
を
解
決
す
る

環
境
が
あ
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
５
年
目
と
な
っ
た
今
は
後
輩
も
で
き
た
の

で
、
私
が
先
輩
た
ち
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
、
先
輩
と
し
て
何
で
も
相
談
に
乗
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

社
長
や
職
長
が
行
っ
て
い
る
新
製
品
の
開
発

に
も
、
い
つ
か
は
携
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
一
番
の
目
標
は
、
熱
で
縮
む
フ
ィ

ル
ム「
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ
ル
ム
」を
一
人
で
も

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ
ル
ム
を
知
っ
て
ほ
し
い

　
高
校
で
は
食
品
化
学
の
勉
強
を
し
て
い
ま

し
た
。
就
職
を
考
え
て
い
た
時
、
高
校
に
来

た
求
人
を
見
て
、
食
品
分
野
で
は
な
い「
も

の
づ
く
り
」が
し
て
み
た
い
と
思
い
、
も
の

づ
く
り
企
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
緊
張
し
な

が
ら
弊
社
の
工
場
見
学
を
し
て
い
る
と
き

に
、
工
場
で
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
が
気
軽
に

話
し
か
け
て
く
れ
た
こ
と
で
、
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
企
業
を
見
学
し
ま

し
た
が
、
最
終
的
に
弊
社
に
決
め
た
の
は
、

緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
今
の
先
輩
た
ち
と

一
緒
に
働
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
入

社
後
も
、
先
輩
か
ら
ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
て

も
ら
え
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
４
年
間
で
私
が
一
番
成
長
し
た
と
感

じ
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で

す
。
も
と
も
と
人
見
知
り
で
、
知
ら
な
い
人

と
話
す
の
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。し
か
し
、

　
成
長
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

人の想いをカタチに。社会の未来を創る人の想いをカタチに。社会の未来を創る
　
書
籍
、
歯
磨
き
粉
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ

容
器
、
化
粧
品
の
箱
な
ど
を
覆
っ
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
。
こ
れ
ら

は
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ
ル
ム
と
言
わ
れ
る

熱
で
縮
む
フ
ィ
ル
ム
で
す
。
サ
ン
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
株
式
会
社
で
は
、
用
途
に
合

わ
せ
た
多
種
多
様
な
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ

ル
ム
を
製
造
し
、
国
内
50
％
以
上
の
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

サンプラスチック
株式会社
（北赤田1589番地22）
【業種】製造業
【�業務の内容】プラスチックフィルム
の製造、梱包用機械の販売
【問い合わせ】☎0287（39）1502

　
未
知
の
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

若 人人若若も
のづくりものづく

り

Vol.35   Vol.35   
問い合わせ　　 商工観光課問い合わせ　　 商工観光課
 ☎ 0287（62）7130 ☎ 0287（62）7130

１県産おから由来のバイオマスプラスチックを配合し、環境配慮に貢献す
るおからバイオマスプラスチックフィルム。いちご一会とちぎ国体2022の
グッズとして登場予定　　トウモロコシ由来のバイオマスプラスチックを
配合した環境配慮に貢献するフィルム「和

わ し ゅ
shu」。和紙のような風合いが特

徴　　テレビなどのリモコンに装着する抗菌リモコン保護フィルム。フィ
ルムがリモコン全体を覆うことで、水濡れや汚れから守りウイルスの付着
を防ぐ　　50～1,000ミリメートルの幅でフィルムを自在に製造するイン
フレーション押出機

３

4

２

平山�風斗さん　製造部　入社5年目 Hirayama Kazato２

３

相　　談 相談日 時　　間 会　　場 問い合わせ・備　考

行政相談
5日㈫ 午後1時～3時 塩原公民館 ●国、県、市など行政の仕事に対する意見や要望

秘書課　　　　　　　　���　　　�☎�(62)710913日㈬ 午後1時～4時 いきいきふれあいセンター2階

不動産相談
(予約制) 22日㈮ 午後1時30分～

3時30分
県不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前)

※相談日当日までに要予約。
県宅建協会県北支部　　���　　　�　☎�(62)6677

健康相談
食生活相談
(予約制)

5日㈫ 午後1時30分～3時 黒磯保健センター

●保健師や管理栄養士による健診の結果相談や、
　その他心身の健康相談
黒磯保健センター　　����　　　　　☎�(63)1100

※食生活相談のみ実施。

13日㈬
午前9時30分～11時

西那須野保健センター

午後1時30分～3時14日㈭

黒磯保健センター
20日㈬

28日㈭
午前9時30分～11時※

午後1時30分～3時

こころの相談
(予約制)

4日㈪ 午前10時～正午
午後1時～5時

西那須野保健センター ●�日本カウンセリング学会カウンセリング心理士による相
談
社会福祉課　　　������　　　　　�☎�(62)702621日㈭ 黒磯保健センター

ポラリス☆とちぎ
出張相談会
(予約制)

4日㈪ 午後1時30分～
4時30分 西那須野公民館 ●ひきこもりで悩んでいる本人、家族のための相談

社会福祉課　　　������　　　　　�☎�(62)7026

人権相談 5日㈫ 午後1時～3時 東那須野公民館 ●人権相談、人権保護などの相談
市民協働推進課　　　　　 　��☎�(62)7019

マザーズコーナー
出張職業相談

14日㈭ 午前9時～正午 いきいきふれあいセンター
2階　子育て相談センター ●子育て中の人の出張就職相談

ハローワーク大田原������　�　　�☎0287(22)226826日㈫ 午後1時～3時 つどいの広場「ま～る」
（南郷屋）

育児相談
（予約制）

7日㈭ 午前9時～
午後2時30分

黒磯保健センター
●保健師や栄養士などによる育児に関する相談
西那須野保健センター���　　�　　　☎�(38)1356

11日㈪ 西那須野保健センター

一人で悩まず困ったら相談を　　7月の各種無料相談カレンダー
相談会場ではマスクを着用し他の人との間隔をあけるよう、協力をお願いします。 各種相談の市ホーム

ページはこちら　→

編集後記
今回のテーマは防災。表紙写真では、平成10年の那須水害で被

災した橋付近の現在の様子を撮影しました。比べてみると、
改めて水害の威力の大きさを実感するとともに、橋の位置が変わっ
ていたことを初めて知りました。今は情報機器が発達し、災害にも
さまざまな対策がとられていますが、災害初動で被害の全体像が把
握できなかったり、停電などで情報が途絶えたりした場合に備え、「自
助」で災害に対する準備をしていなければなりません。これからの季
節、皆さんもできることから対策をしていきましょう。� （横田）
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弁護士による
法律相談 (予約制)

  ※年度内1人2回
　  まで可。

9日㈯ 午後1時30分～
4時30分 健康長寿センター ※7月4日㈪から受け付け開始。�定員18人。

市民福祉課　　　　　　　　　 ☎�(37)6231

12日㈫ 午後1時30分～
4時30分 いきいきふれあいセンター ※7月4日㈪から受け付け開始。�定員18人。

社会福祉課　　　　　　　�　　　☎�(62)7135

広域無料法律相談
(予約制) 14日㈭ 午後1時30分～

4時30分
トコトコ大田原�市民交流センター
（大田原市中央1丁目）

※7月7日㈭から受け付け開始。�定員18人。
大田原市総務課　　　　　　 ☎0287(23)1111

最近はいろいろなイベントが開催されるようになってきました。
取材の機会が増え、特に学校のイベントへの取材が楽しい今

日この頃です。子どもたちにインタビューをして、「広報紙に名前が
載るのかな！」とドキドキしてもらえるときが、広報紙を作っている
やりがいを感じることができる、こちらもうれしいひと時です。イ
ベントに参加している子どもたちはとても楽しそうで、少しずつ戻っ
てきているかつての日常を実感しつつ、次の取材を楽しみにしてい
ます。� （鈴木）
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